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今年度要求のポイント

区分
重点
－

(単位　千円)

7 局・課名 建設局・河川水路課
マスタープラン
３つの挑戦

子育て
マスタープラン

施策番号
1整理番号 19 - 024

美濃川改良事業関連

事業期間 　S60～H39

平成24年度決算額

0

・狭間川：昭和６０年に１級河川に指定し、昭和６３年から
国庫補助事業として実施。
・百舌鳥川：平成２４年に未整備区間において洪水氾濫解
析を実施。
・美濃川：平成１８年度から事業実施。

事業の継続実施

【経過（～25年度）】 【26年度】

　狭間川においては、流域内に発生する時間雨量50mmの降雨に対して
雨水を安全に流下させるために、河道断面の拡幅を行う。また、狭間
川に係る河川整備計画の計画変更に伴い、流量配分など計画諸元の変
更が生じることから、計画区間（新金岡橋より上流L=約1.0km）につい
て、河道断面の再検討を行う。さらに、河川改修による占用鉄塔基礎
への影響について解析を行うとともに工法検討の実施を行う。
　百舌鳥川においては、未整備区間（大津池～但馬池区間）において
実施された洪水氾濫解析結果を踏まえて、用地取得に伴う関係機関協
議に必要となる資料作成を行う。加えて、既に概成している区間も含
めて維持管理計画の策定を行う。
　美濃川においては、流水の水深や流速を増やしユスリカ等の不快害
虫が生息しにくい水辺環境とするために、河床の複断面化を行う。

事業目的

事業内容

狭間川改修事業関連

その他

117,10068,53073,962

96,000

内容・積算等項目

　狭間川においては、社会資本総合整備計画に基づく工事金額と、河川整備計画変更を事業に
反映させる為の基本設計に必要な金額を要求する。
　百舌鳥川においては、治水事業着手及び維持管理計画策定に向けて基本設計に必要な金額を
要求する。
　美濃川については、平成２６年度に事業完了させるために必要な工事金額を要求する。

25年度予算

100

主な要求内容 （単位：千円）

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

0

10,200 12,000

光竜寺川改良事業関連 8,200

68,530

100

狭間川：平成39年度末　事業完了予定
美濃川：平成26年度末　事業完了予定

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 117,100

関連事業

事 業 名 一般河川改良

9,000

50,030

百舌鳥川改修事業関連

事 業 費

　管理河川において、降雨時における治水安全度を向上させること、
及び、晴天時における正常な流水を確保することによる沿川の住環境
の改善を目的とする。


